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大　村　あかね担当教員
こども臨床学科 目 名

単独担当形態

後期開講時期講義２単位単 位 数
授業形態適宜プリント教材を配付します。テキスト

講義概要
■到達目標
　子どもを理解し、その理解に基づいてかかわり、実践をふりかえり、更に子ども理解を新たにしていく、という保
育の基本を改めて確認した上で、自分の子どもへの理解と関わりが、子どもにとってどのような意味を持つのかを考
え、多様な視点で検討する姿勢をもつことを目指し、次の３点を目標とします。
・自分の子ども理解や子どもへの関わりについて、その根拠を交えて説明できる。
・他者の多様な意見を聞いて、自分の子ども理解や考えを捉え直し、様々な援助の可能性を検討できる。
・子どもを理解する様々な手掛かりや方法を知り、必要に応じて選択できる。　

■授業の概要
　子ども理解が保育の原点であり、どのように理解し、それをどのように援助につなげていくのかが重要であること
は、２年生後期の皆さんならば言うまでもないことかも知れません。
　しかし、子ども理解や援助そのものに答えはなく、その場、その時によって、適切な判断には様々な可能性があり
ます。そこで、自分の子ども理解やその根拠について知り、そこに他者との話し合いやワークを通して自分以外の多
様な意見や見方に耳を傾け、自分の考えの枠組みや子ども観、保育観を検討し続ける姿勢を身につけることが必要に
なります。
　これまで実習などで、一度経験したことでも、異なる角度から考えてみることで、新しい見方、視点の広がりが生
まれてきます。視点が広がる面白さ、答えがないからこその、考える醍醐味を感じられる時間にしたいと思います。

■授業計画
第１回　子ども理解と関わりとの関係
第２回　子どもを理解するために必要な視点
第３回　子どもの発達理解
第４回　子どもの行為の理解
第５回　子どもの表現の読み取り
第６回　子ども理解の様々な方法について考える
第７回　援助の方法としてよく使う言葉について考える
第８回　子ども理解と関わりを振り返るための記録①
第９回　子ども理解と関わりを振り返るための記録②
第１０回　子どもを理解する手掛かりと態度
第１１回　子どもと関わる基本姿勢としてのカウンセリング・マインド
第１２回　子ども観と子ども理解
第１３回　自身の枠組みと子ども理解～「当たり前」を問い直す～
第１４回　他者とともに子ども理解を検討する
第１５回　まとめのレポート作成
第１５回　保育における「臨床」とは

■準備学習
・実習等の記録を見返し、話して伝えられるようにしておくこと。
・授業で示された自己学習を行うこと。

■評価方法
・話し合いやワークへの取り組みの積極性　― ２０％
・小レポート　― ３０％
・期末レポート　― ５０％
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